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５．生活環境の満足度 

（１）生活環境の満足度 

（全員の方に） 

問 10．あなたは、お住まいの地域の生活環境について、どの程度満足していますか。 

 （各々１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体でみると、総合満足度といえる＜全体としての「暮らしやすさ」＞については、「満足して

いる」（10.5％）と「ほぼ満足している」（60.7％）を合わせた『満足（計）』（71.2％）が７割近

くとなっている。個別の 15 項目についてみると、『満足（計）』は、＜買い物の便＞が７割半ば

と最も高く、＜医者や病院の便＞と＜通勤・通学の便＞も約７割と高くなっている。「少し不満

である」と「不満である」を合わせた『不満（計）』は、＜交通の安全性＞、＜スポーツ・レクリ

エーション・文化施設の多さ＞、＜災害時の安全性＞、＜バリアフリー＞、＜公園や子どもの遊び

場＞で４割を超えている。 

n=1,138 (%)

平均

① 緑の多さ 0.11

② 道路の整備 0.16

③ 公園や子どもの遊び場 -0.11

④ 通勤・通学の便 0.75

⑤ 買い物の便 0.70

⑥ 家並み、町並み 0.36

⑦ 交通の安全性 -0.10

⑧ 災害時の安全性 -0.39

⑨ 周辺環境の状況 0.16

⑩ 治安のよさ 0.29

⑪ 医者や病院の便 0.60

⑫ スポーツ・レクリエーション・
　 文化施設の多さ

-0.36

⑬ あなたご自身の住宅事情 0.24

⑭ 近所付き合い 0.46

⑮ バリアフリー -0.38

⑯ 全体としての「暮らしやすさ」 0.55
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13.7
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6.1

16.6

11.9

6.3

15.6

3.7
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5.5

15.2

11.4

2.9

9.0

6.5

25.3

10.5

8.7

4.7

19.9

5.2

18.1

25.5

3.7

満足している

（＋２点）

ほぼ

満足している

（＋１点）

少し不満である

（－１点）

不満である

（－２点）
わからない

（±０点）
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16 項目にわたる生活環境評価の比較をしやすくするため、それぞれの回答を点数化し、下記の計

算式で各項目の評価点を求めた。 

 

( ) ( )
回　答　者　数

＋「不満である」＋「少し不満である」」＋「ほぼ満足している「満足している」
評価点＝

2-1-12 ××××

 

この計算によると、評価点は-2.00 から+2.00 の間に分布し、0.00 が中間値で、+2.00 に近いほど

評価が高く、-2.00 に近いほど評価が低いことになる。また、「わからない」は計算から除外した。 

 

16 項目の生活環境評価を評価点でみると、個別の 15 項目のうち評価が高いのは、＜通勤・通学

の便＞（0.75）、＜買い物の便＞（0.70）、＜医者や病院の便＞（0.60）、＜近所付き合い＞（0.46）

などの順となっている。一方、評価が低いのは、＜災害時の安全性＞（-0.39）、＜バリアフリー＞

（-0.38）、＜スポーツ・レクリエーション・文化施設の多さ＞（-0.36）、などの順となっている。 

 

［生活環境の満足度（評価点）］ 
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0.11
0.16

-0.11

0.75
0.70

0.36

-0.10

-0.39

0.16

0.29

0.60

-0.36

0.24

0.46

-0.38

0.55

-0.60

-0.40

-0.20

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00
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平均との差

ベ ス ト ３
⑫スポーツ・レクリエーション・
　文化施設の多さ

0.15 ⑪医者や病院の便 0.14 ⑤買い物の便 0.13

ワ ー ス ト ３ ②道路の整備 -0.14 ⑧災害時の安全性 -0.13 ③公園や子どもの遊び場 -0.06

１位 ２位 ３位

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00
①緑の多さ

②道路の整備

③公園や子ども

  の遊び場

④通勤・通学の便

⑤買い物の便

⑥家並み、町並み

⑦交通の安全性

⑧災害時の安全性

⑨周辺環境の状況

⑩治安のよさ

⑪医者や病院の便

⑫スポーツ・

  レクリエーション・

　文化施設の多さ

⑬あなたご自身

  の住宅事情

⑭近所付き合い

⑮バリアフリー

⑯全体としての

　「暮らしやすさ」

全　体 (n=1,138)

大森地域庁舎 (n=372)

平均との差

ベ ス ト ３ ⑨周辺環境の状況 0.46 ⑧災害時の安全性 0.35 ①緑の多さ 0.35

ワ ー ス ト ３
⑫スポーツ・レクリエーション・
　文化施設の多さ

-0.10 ⑤買い物の便 -0.08 ⑮バリアフリー 0.01

１位 ２位 ３位

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00
①緑の多さ

②道路の整備

③公園や子ども

  の遊び場

④通勤・通学の便

⑤買い物の便

⑥家並み、町並み

⑦交通の安全性

⑧災害時の安全性

⑨周辺環境の状況

⑩治安のよさ

⑪医者や病院の便

⑫スポーツ・

  レクリエーション・

　文化施設の多さ

⑬あなたご自身

  の住宅事情

⑭近所付き合い

⑮バリアフリー

⑯全体としての

　「暮らしやすさ」

全　体 (n=1,138)

調布地域庁舎 (n=311)

以下、生活環境評価の評価点を地域庁舎管内別にみる。管内ごとに、全体平均と比べて評価の高

いベスト３の項目と、評価の低いワースト３の項目を表に掲げた。 

 

【大森地域庁舎管内】 

 

 

 

 

・ 他の管内に比べ、全体平均と 

大きな差がある項目は少ない。 

全体平均との比較では、＜道路 

の整備＞が 0.14 ポイント、＜災 

害時の安全性＞が 0.13 ポイント、 

＜公園や子どもの遊び場＞が 

0.06 ポイント下回っている。 

 

 

 

 

 

 

【調布地域庁舎管内】 

 

 

 

 

・ 全体平均よりも評価の高い項 

目が多く、特に評価が高いのは 

＜周辺環境の状況＞、＜災害時 

の安全性＞、＜緑の多さ＞、 

＜家並み、町並み＞の４項目で、 

全体平均を 0.3 ポイント以上 

上回っている。一方、＜スポー 

ツ・レクリエーション・文化施 

設の多さ＞＜買い物の便＞は 

全体平均より約 0.1 ポイント 

下回っている。 
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【蒲田地域庁舎管内】 

 

 

 

 

・ すべての項目で全体平均を下回っ 

ており、特に＜家並み、町並み＞、 

＜周辺環境の状況＞、＜治安のよ 

さ＞は 0.2 ポイント以上の差を付 

けて下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【糀谷・羽田地域庁舎管内】 

 

 

 

 

・ 全体平均と同程度もしくはそれ 

よりも評価の低い項目が多い。 

＜周辺環境の状況＞、＜緑の多 

さ＞、＜交通の安全性＞では 

全体平均を0.2ポイント以上の 

差をつけて下回っている。 

 

 

 

平均との差

ベ ス ト ３ ⑭近所付き合い -0.05 ⑬あなたご自身の住宅事情 -0.07 ⑮バリアフリー -0.07

ワ ー ス ト ３ ⑥家並み、町並み -0.38 ⑨周辺環境の状況 -0.29 ⑩治安のよさ -0.24

１位 ２位 ３位

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00
①緑の多さ

②道路の整備

③公園や子ども

  の遊び場

④通勤・通学の便

⑤買い物の便

⑥家並み、町並み

⑦交通の安全性

⑧災害時の安全性

⑨周辺環境の状況

⑩治安のよさ

⑪医者や病院の便

⑫スポーツ・

  レクリエーション・

　文化施設の多さ

⑬あなたご自身

  の住宅事情

⑭近所付き合い

⑮バリアフリー

⑯全体としての

　「暮らしやすさ」

全　体 (n=1,138)

蒲田地域庁舎 (n=321)

平均との差

ベ ス ト ３ ⑤買い物の便 0.11 ③公園や子どもの遊び場 0.10 ⑮バリアフリー 0.09

ワ ー ス ト ３ ⑨周辺環境の状況 -0.31 ①緑の多さ -0.22 ⑦交通の安全性 -0.22

１位 ２位 ３位

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00
①緑の多さ

②道路の整備

③公園や子ども

  の遊び場

④通勤・通学の便

⑤買い物の便

⑥家並み、町並み

⑦交通の安全性

⑧災害時の安全性

⑨周辺環境の状況

⑩治安のよさ

⑪医者や病院の便

⑫スポーツ・

  レクリエーション・

　文化施設の多さ

⑬あなたご自身

  の住宅事情

⑭近所付き合い

⑮バリアフリー

⑯全体としての

　「暮らしやすさ」

全　体 (n=1,138)

糀谷・羽田地域庁舎 (n=134)
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［生活環境の満足度（全体としての「暮らしやすさ」）－地域庁舎管内別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 総合満足度を示す「全体としての『暮らしやすさ』」を地域庁舎管内別にみると、調布地域庁舎

管内と大森地域庁舎管内が全体平均を上回る満足度であり、次いで、蒲田地域庁舎管内と糀谷・

羽田地域庁舎管内の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大

森

地

域

庁

舎

調

布

地

域

庁

舎

蒲

田

地

域

庁

舎

糀

谷

・

羽

田

地

域

庁

舎

0.62 0.63

0.410.44

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

全体平均 0.55
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（２）「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」の認知度 

（全員の方に） 

問 11．あなたは「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」という言葉をご存知でしたか。 

（各々１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体でみると、「バリアフリー」については、「定義までよく理解している」（31.5％）と「定義は

なんとなく理解している」（52.3％）を合わせた『理解している（計）』（83.8％）は８割以上と

なっており、高い認知度を示している。一方、「ユニバーサルデザイン」については、『理解して

いる（計）』（37.3％）でも４割弱であり、半数以上に認知されていない。 

n=1,138
(%)

平均

バリアフリー 1.02

ユニバーサルデザイン -0.36

31.5

11.8

52.3

25.5

12.0

35.7 23.9 3.2

定義までよく

理解している

（＋２点）

定義は

なんとなく

理解している

（＋１点）

聞いたことは

あるが定義が

よくわからない

（－１点）

1.9

初めて聞いた

言葉である

（－２点）

2.4

無回答

（±０点）
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［「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」の認知度－性／年代別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「バリアフリー」について性別にみると、「定義までよく理解している」と「定義はなんとなく

理解している」を合せた『理解している（計）』はいずれも８割以上であり、男女共に広く認知

されていることが分かる。 

・ 「バリアフリー」について年代別にみると、どの世代でも高い認知率を示しているが、特に 50

代以下の『理解している（計）』は８割半ば～９割強と高くなっている。 

 

・ 「ユニバーサルデザイン」を性別にみると、『理解している（計）』は男性で 41.5％、女性で 34.6％

であり、男性における認知率の方がやや高くなっている。 

・ 「ユニバーサルデザイン」について年代別にみると、若い世代ほど認知度が高い傾向がある。 

 

【バリアフリー】 【ユニバーサルデザイン】

n

（％） （％）

全体 (1,138)

男性（計） (469)

女性（計） (613)

男性20代 (48)

　　　30代 (68)

　　　40代 (87)

　　　50代 (79)

　　　60代 (91)

　　　70歳以上 (96)

女性20代 (52)

　　　30代 (130)

　　　40代 (122)

　　　50代 (111)

　　　60代 (103)

　　  70歳以上 (94)

31.5

32.8

30.5

41.7

39.7

37.9

32.9

24.2

27.1

42.3

33.8

31.1

34.2

31.1

13.8

52.3

52.7

53.5

52.1

51.5

51.7

58.2

53.8

49.0

46.2

52.3

60.7

52.3

52.4

52.1

6.3

8.8

6.9

7.6

16.5

14.6

9.6

11.5

11.7

14.6

24.5

4.4

4.2

3.2

定義まで

よく理解

している

定義は

なくとなく

理解して

いる

12.0

10.7

12.6

4.9

聞いたことは

あるが

定義が

わからない

1.9

0.9

0.8

1.5

0.0

0.0

2.3

0.0

0.0

1.5

2.1

1.9

初めて

聞いた

言葉

である

6.4

0.0

0.9

0.8

1.9

5.2

1.1

1.3

2.0

1.7

2.4

2.5

1.1

0.0

0.0

無回答

11.8

11.9

11.6

20.8

16.2

17.2

11.4

9.9

21.2

15.4

13.1

9.9

7.8

25.5

29.6

23.0

25.0

35.3

34.5

31.6

24.2

27.1

26.9

22.3

32.0

29.7

14.6

11.7

35.7

34.5

36.9

29.2

32.4

34.5

25.3

40.7

40.6

32.7

34.6

32.0

32.4

44.7

44.7

23.1

21.9

29.8

2.1

5.3

定義まで

よく理解

している

定義は

なくとなく

理解して

いる

聞いたことは

あるが

定義が

わからない

32.0

27.0

20.5

26.9

15.4

30.4

12.6

16.2

25.0

25.9

21.3

23.9

初めて

聞いた

言葉

である

8.5

1.0

0.9

0.8

3.8

8.3

2.2

1.3

2.6

2.6

3.2

2.5

1.1

0.0

0.0

無回答
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［「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」の認知度－65 歳以上の方との同居の有無別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「バリアフリー」については、65 歳以上の方との同居の有無ではあまり差がないことが分かる。 

 

・ 一方、「ユニバーサルデザイン」についてみると、「定義までよく理解している」と「定義はなん

となく理解している」を合せた『理解している（計）』は、65 歳以上の方と同居している方（32.6％）

よりも同居していない方（39.6％）のほうが 7.0 ポイント高くなっている。 

 

【バリアフリー】

(%)

n

　「65歳以上の方」
と同居している

381

　「65歳以上の方」
と同居していない

757

29.1

32.6

53.8

51.5

12.3

11.8

定義までよく

理解している

定義はなんとなく

理解している

聞いたことは

あるが定義が

よくわからない

1.7

2.4

初めて聞いた

言葉である

2.4

2.4

無回答

【ユニバーサルデザイン】

(%)

n

　「65歳以上の方」
と同居している

381

　「65歳以上の方」
と同居していない

757

7.1

14.1

25.5

25.5

37.5

34.7

定義までよく

理解している

定義はなんとなく

理解している

聞いたことは

あるが定義が

よくわからない

22.7

26.2

初めて聞いた

言葉である

2.9

3.7

無回答
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［「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」の認知度 

－寝たきりの方や身体の不自由な方との同居の有無別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「バリアフリー」「ユニバーサルデザイン」のいずれについても、寝たきりの方や身体の不自由

な方と同居していない人のほうが認知度が高い。 

【バリアフリー】

(%)

n

　「寝たきりの方や
身体の不自由な方」
と同居している

68

　「寝たきりの方や
身体の不自由な方」
と同居していない

1,070

19.1

32.2

54.4

52.1

23.5

11.2

定義までよく

理解している

定義はなんとなく

理解している

聞いたことは

あるが定義が

よくわからない

2.1

0.0

初めて聞いた

言葉である

2.3

2.9

無回答

【ユニバーサルデザイン】

(%)

n

　「寝たきりの方や
身体の不自由な方」
と同居している

68

　「寝たきりの方や
身体の不自由な方」
と同居していない

1,070

1.5

12.4

20.6

25.8

54.4

34.5

定義までよく

理解している

定義はなんとなく

理解している

聞いたことは

あるが定義が

よくわからない

24.2

19.1

初めて聞いた

言葉である

3.1

4.4

無回答



 －76－

（３）バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して広報や啓発活動で必要だと思う

取り組み 

（全員の方に） 

問 12．バリアフリーやユニバーサルデザインの視点でまちづくりを進めるにあたり、広報や

啓発活動で区としてどのような取り組みが必要だと思いますか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体でみると、最も高いのは「ユニバーサルデザインの考え方をわかりやすく説明したパンフレ

ットの作成・配布」で 36.9％、次いで、「学校教育・社会教育の充実」（34.9％）、「区民の意識

啓発」（30.8％）、「行政情報の入手のしやすさの向上」（30.6％）、「広報誌、ホームページ、ケー

ブルテレビなどを利用したＰＲ活動」（30.1％）の順となっている。 

 

n=1,138
(%)

ユニバーサルデザインの考え方をわかりや

すく説明したパンフレットの作成・配布

学校教育・社会教育の充実

区民の意識啓発

行政情報の入手のしやすさの向上

広報誌、ホームページ、ケーブルテレビな

どを利用したＰＲ活動

区の職員の意識啓発

高齢者や障がい者などの区民が交流でき

る場や機会の設置

行政相談窓口の一本化

商店街などの事業主の意識啓発

鉄道事業者の意識啓発

その他

広報や啓発では特にない

36.9

34.9

30.8

30.6

30.1

27.4

27.3

23.3

23.3

19.9

2.5

10.5

0 10 20 30 40 50



 －77－

［バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して広報や啓発活動で必要だと思う取り組み 

－性／年代別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 性別にみると、男性で最も高いのは「ユニバーサルデザインの考え方をわかりやすく説明したパ

ンフレットの作成・配布」（42.2％）であり、次いで「学校教育・社会教育の充実」「広報誌、ホ

ームページ、ケーブルテレビなどを利用したＰＲ活動」（共に 32.2％）と続いている。 

・ 女性で最も高いのは「学校教育・社会教育の充実」（38.3％）であり、次いで「ユニバーサルデ

ザインの考え方をわかりやすく説明したパンフレットの作成・配布」（32.6％）、「区民の意識啓

発」（32.1％）の順となっている。 

 

・ 年代別にみると、20 代・30 代では「学校教育・社会教育の充実」が最も高いのに対し、60 代・

70 代では「ユニバーサルデザインの考え方をわかりやすく説明したパンフレットの作成・配布」

が最も高くなっている。 

n

全　体 ( 1,138 )

男性（計） ( 469 )

女性（計） ( 613 )

男性20代 ( 48 )

　　　30代 ( 68 )

　　　40代 ( 87 )

　　　50代 ( 79 )

　　　60代 ( 91 )

　　　70歳以上 ( 96 )

女性20代 ( 52 )

　　　30代 ( 130 )

　　　40代 ( 122 )

　　　50代 ( 111 )

　　　60代 ( 103 )

　　  70歳以上 ( 94 )

(%)

n

全　体 ( 1,138 )

男性（計） ( 469 )

女性（計） ( 613 )

男性20代 ( 48 )

　　　30代 ( 68 )

　　　40代 ( 87 )

　　　50代 ( 79 )

　　　60代 ( 91 )

　　　70歳以上 ( 96 )

女性20代 ( 52 )

　　　30代 ( 130 )

　　　40代 ( 122 )

　　　50代 ( 111 )

　　　60代 ( 103 )

　　  70歳以上 ( 94 )

(%)

■鉄道事業者の意識
啓発

■区の職員の意識
啓発

■商店街などの事業主の
意識啓発

■高齢者や障がい者などの
区民が交流できる場や機会の
設置

■行政相談窓口の一本化

■ユニバーサルデザインの
考え方をわかりやすく説明
したパンフレットの作成・
配布

■広報誌、ホームページ、
ケーブルテレビなどを利用した
ＰＲ活動

■学校教育・社会教育の
充実

■区民の意識啓発 ■行政情報の入手のしや
すさの向上

36.9
42.2

32.6
37.5

41.2
36.8

43.0
42.9

49.0
30.8

26.2
28.7

35.9
43.6

33.3

0 20 40 60

34.9
32.2

38.3
47.9

44.1
32.2

27.8
30.8

20.8
40.4
40.0

51.6
40.5

34.0
20.2

0 20 40 60

30.8
29.6
32.1

29.2
32.4
32.2

29.1
29.7

26.0
28.8
28.5

32.0
41.4

34.0
26.6

0 20 40 60

30.6
32.0

29.7
33.3

36.8
36.8

30.4
28.6
28.1

32.7
26.2

39.3
29.7
28.2

22.3

0 20 40 60

30.1
32.2

29.9
20.8

32.4
35.6
35.4

33.0
31.3
30.8
30.0
32.0
31.5

29.1
25.5

0 20 40 60

27.4
26.4
28.7

33.3
35.3

25.3
21.5
20.9

27.1
23.1
23.1

32.0
34.2

30.1
27.7

0 20 40 60

27.3
24.9

28.7
25.0
27.9

16.1
24.1

27.5
29.2

36.5
20.0
20.5

34.2
33.0
35.1

0 20 40 60

23.3
24.9

21.7
20.8

33.8
17.2

29.1
20.9

28.1
23.1

13.1
19.7

28.8
20.4

28.7

0 20 40 60

23.3
20.7

26.1
20.8

26.5
18.4
20.3

17.6
21.9

32.7
28.5
27.9
27.0

24.3
18.1

0 20 40 60

19.9
18.1

21.9
25.0
27.9

17.2
16.5
16.5

11.5
30.8
30.8

24.6
24.3

11.7
9.6

0 20 40 60



 －78－

［バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して広報や啓発活動で必要だと思う取り組み 

－65 歳以上の方との同居の有無別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 65 歳以上の方と同居している人で、最も高かったのは「ユニバーサルデザインの考え方をわか

りやすく説明したパンフレットの作成・配布」（42.3％）で、４割以上を占めている。 

・ 65 歳以上の方と同居している人の回答の中で、平均よりも高めだったのは「ユニバーサルデザ

インの考え方をわかりやすく説明したパンフレットの作成・配布」（＋5.4 ポイント）、「行政相

談窓口の一本化」（＋3.7 ポイント）、「高齢者や障がい者などの区民が交流できる場や機会の設

置」（＋2.6 ポイント）などの項目となっている。 

 

 

［バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して広報や啓発活動で必要だと思う取り組み 

－寝たきりの方や身体の不自由な方との同居の有無別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 寝たきりの方や身体の不自由な方と同居している人で、最も高かったのは「広報誌、ホームペー

ジ、ケーブルテレビなどを利用したＰＲ活動」「高齢者や障がい者などの区民が交流できる場や機

会の設置」で共に 33.8％。 

・ 寝たきりの方や身体の不自由な方と同居している人の回答の中では、「行政相談窓口の一本化」

（＋7.6 ポイント）、「高齢者や障がい者などの区民が交流できる場や機会の設置」（＋6.5 ポイン

ト） 、「広報誌、ホームページ、ケーブルテレビなどを利用したＰＲ活動」（＋3.7 ポイント）

などが全体平均よりも高い項目となっている。 

n

全　体 ( 1,138 )

65歳以上の方が

同居している
( 381 )

65歳以上の方が

同居していない
( 757 )

(%)

n

全　体 ( 1,138 )

65歳以上の方が

同居している
( 381 )

65歳以上の方が

同居していない
( 757 )

(%)

■鉄道事業者の意識
啓発

■高齢者や障がい者などの
区民が交流できる場や機会の
設置

■区の職員の意識
啓発

■商店街などの事業主の
意識啓発

■行政相談窓口の一本化

■ユニバーサルデザインの
考え方をわかりやすく説明
したパンフレットの作成・
配布

■広報誌、ホームページ、
ケーブルテレビなどを利用した
ＰＲ活動

■学校教育・社会教育の
充実

■区民の意識啓発 ■行政情報の入手のしや
すさの向上

36.9

42.3

34.2

0 20 40 60

34.9

29.7

37.5

0 20 40 60

30.8

32.5

30.0

0 20 40 60

30.6

31.0

30.4

0 20 40 60

30.1

31.5

29.5

0 20 40 60

27.4

27.0

27.6

0 20 40 60

27.3

29.9

26.0

0 20 40 60

23.3

27.0

21.4

0 20 40 60

23.3

19.7

25.1

0 20 40 60

19.9

14.7

22.5

0 20 40 60

n

全　体 ( 1,138 )

　「寝たきりの方や身体の不

自由な方」と同居している
( 68 )

　「寝たきりの方や身体の不

自由な方」と同居していない
( 1,070 )

(%)

n

全　体 ( 1,138 )

　「寝たきりの方や身体の不

自由な方」と同居している
( 68 )

　「寝たきりの方や身体の不

自由な方」と同居していない
( 1,070 )

(%)

■行政相談窓口の一本化

■ユニバーサルデザインの
考え方をわかりやすく説明
したパンフレットの作成・
配布

■鉄道事業者の意識
啓発

■高齢者や障がい者などの
区民が交流できる場や機会の
設置

■広報誌、ホームページ、
ケーブルテレビなどを利用した
ＰＲ活動

■学校教育・社会教育の
充実

■区民の意識啓発 ■行政情報の入手のしや
すさの向上

■区の職員の意識
啓発

■商店街などの事業主の
意識啓発

36.9

29.4

37.4

0 20 40 60

34.9

29.4

35.2

0 20 40 60

30.8

22.1

31.4

0 20 40 60

30.6

26.5

30.8

0 20 40 60

30.1

33.8

29.9

0 20 40 60

27.4

20.6

27.9

0 20 40 60

27.3

33.8

26.9

0 20 40 60

23.3

30.9

22.8

0 20 40 60

23.3

20.6

23.5

0 20 40 60

19.9

13.2

20.3

0 20 40 60



 －79－

（４）バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して特に整備すべき場所 

  （全員の方に） 

問 13．バリアフリーやユニバーサルデザインの視点でまちづくりを進めるにあたり、区とし

て、より力を入れて整備すべき場所は、どのような場所だと思いますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体でみると、「歩道」が 54.7％で半数以上を占めており最も高い割合となっている。次いで、

「駅・駅前広場」（22.1％）、「公共施設」（12.1％）の順で続いている。 

 

 

 

 

n=1,138

(%)

全　体 54.7 2.9 22.1

歩道 公園
駅・

駅前広場

12.1

公共施設

4.9

店舗

3.3

無回答



 －80－

［バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して特に整備すべき場所－性／年代別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 性別にみると、「歩道」は男性よりも女性のほうが 5.0 ポイント高くなっている。 

 

・ 年代別にみると、20 代～30 代の若い世代では、「駅・駅前広場」が約３割～４割であり、他の

年代よりも高い割合となっている。一方、40 代以上の世代では、「歩道」が５割半ば～７割で

半数以上を占めている。 

 

 

 

 

n （％）

全体 (1,138)

男性（計） (469)

女性（計） (613)

男性20代 (48)

　　　30代 (68)

　　　40代 (87)

　　　50代 (79)

　　　60代 (91)

　　　70歳以上 (96)

女性20代 (52)

　　　30代 (130)

　　　40代 (122)

　　　50代 (111)

　　　60代 (103)

　　  70歳以上 (94)

54.7

52.9

57.9

27.1

51.5

55.2

54.4

59.3

57.3

46.2

42.3

65.6

59.5

72.8

58.5

41.7

29.4

19.5

25.3

17.6

10.4

32.7

31.5

24.3

9.7

16.0

13.2

14.6

13.8

歩道

10.4

2.9

2.1

1.0

1.8

0.0

2.3

1.9

5.2

3.3

5.7

3.8

0.0

1.5

4.5

公園

22.1

22.0

22.3

22.1

駅・

駅前広場

9.7

11.7

7.4

14.6

9.6

10.1

13.8

10.3

14.6

11.3

12.8

12.1

公共施設

4.3

1.0

2.7

7.7

9.6

2.1

4.4

6.3

4.9

4.9

4.9

4.9

4.6

8.8

4.2

店舗

3.3

10.4

5.3

5.8

3.0

2.1

2.1

0.0

1.1

0.0

2.2

0.0

1.5

0.0

0.0

無回答



 －81－

［バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して特に整備すべき場所 

－65 歳以上の方との同居の有無別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 65 歳以上の方と同居している人で、最も高かったのは「歩道」の 59.6％である。「歩道」は平均

よりも＋4.9 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

［バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して特に整備すべき場所 

－寝たきりの方や身体の不自由な方との同居の有無別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 寝たきりの方や身体の不自由な方と同居している人でも、最も高かったのは「歩道」であり 63.2％

を占めている。「歩道」は平均よりも＋8.5 ポイント高くなっている。 

 

n （％）

全　体 (1,138)

　「65歳以上の方」と

同居している
(381)

　「65歳以上の方」と

同居していない
(757)

54.7

59.6

52.3

歩道 公園

3.4

2.6

2.9

駅・
駅前広場

24.7

16.8

22.1

公共施設

12.1

12.6

11.9

店舗

4.9

3.1

5.8

無回答

2.6

4.5

3.3

n （％）

全　体 (1,138)

　「寝たきりの方や身体の不

自由な方」と同居している
(68)

　「寝たきりの方や身体の不

自由な方」と同居していない
(1,070)

54.7

63.2

54.2

歩道 公園

4.4

2.8

2.9

駅・
駅前広場

22.3

17.6

22.1

公共施設

12.1

5.9

12.5

店舗

4.9

4.4

5.0

無回答

3.2

4.4

3.3



 －82－

（５）バリアフリーの視点で進めるまちづくりに関して特に整備すべき場所で必要だ

と思う取り組み 

（全員の方に） 

問 13-2．問 13 で選んだ場所について、区としてどのような取り組みが必要だと思いますか。 

（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全場所で共通して最も高いのは、「段差を解消する」で５割半ば～７割半ばを占めている。 

・ 公園では、「バリアフリーに対応したトイレを設置する」（45.5％）について、他の場所よりも高

くなっている。 

・ 駅・駅前広場では、「スロープ、エレベーターを設置する」（59.0％）が、他の場所よりも高くな

っている。 

 

(%)

段差を解消する

歩くスペース上にある障

害物（電柱や看板、自転

車など）を撤去する

歩くスペースを拡幅する

スロープ、エレベーター

を設置する

手すりを設置するなど、

階段が使いやすくなるよ

う整備する

分かりやすい案内表示

を整備する

バリアフリーに対応した

トイレを設置する

視覚障がい者誘導用ブ

ロックを設置する

音声案内を整備する

その他

無回答

(n=56)(n=623) (n=33) (n=251) (n=138)

  ■店舗  ■公共施設  ■歩道   ■公園   ■駅・駅前広場

77.7

70.5

66.5

36.9

39.0

23.4

25.0

22.5

9.8

5.5

0.5

0 20 40 60 80

60.6

48.5

30.3

39.4

33.3

24.2

45.5

15.2

9.1

6.1

0.0

0 20 40 60 80

61.8

50.2

41.4

59.0

35.9

37.1

31.9

23.9

15.9

3.6

0.0

0 20 40 60 80

56.5

49.3

41.3

47.8

38.4

44.9

34.1

29.7

18.8

3.6

1.4

0 20 40 60 80

62.5

48.2

42.9

51.8

35.7

28.6

26.8

12.5

8.9

1.8

1.8

0 20 40 60 80


